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市展賞　「幻想」

　　　　星名好男（川治下町２）

奨励賞　徳永隆男（本町7-2）

佳　作　瀧澤一之（小千谷市）

五十嵐江美子（小荒戸）

南雲敏美（本屋敷）

市
展
賞
　「
ト
ル
ソ
ー
」

　
　
　
　
古
川
　
憲
（
長
岡
市
）

奨
励
賞
　
庭
野
雅
弘
（
田
中
町
本
通
り
）

新
潟
日
報
美
術
振
興
賞

　
　
　
　
瀧
澤
秀
明
（
土
市
３
）

佳
　
作
　
小
林
　
実
（
城
之
古
２
）

　
　
　
　
春
日
　
徹
（
稲
荷
町
３
南
）

奨
励
賞
　
近
藤
忠
男
（
小
千
谷
市
）

新
潟
日
報
美
術
振
興
賞

　
　
　
　
板
橋
ツ
ギ
（
中
条
島
）

佳
　
作
　
瀬
沼
哲
夫
（
小
千
谷
市
）

市
展
賞
　「
静
寂
」

　
　
　
　
佐
藤
由
雄
（
小
千
谷
市
）

市
展
賞
　「
刻
の
さ
さ
や
き
」

　
　
　
　
原
　
進
（
稲
荷
町
３
北
）

　
　
　
　
※
作
品
は
下

奨
励
賞
　
樋
口
房
雄
（
南
魚
沼
市
）

　
　
　
　
藤
岡
一
之
（
南
魚
沼
市
）

　
　
　
　
大
海
由
美
（
四
日
町
３
）

新
潟
日
報
美
術
振
興
賞

　
　
　
　
増
川
美
一
（
小
千
谷
市
）

佳
　
作
　
田
村
紀
代
子
（
下
条
本
町
）

丸
山
京
子
（
千
歳
町
２
）

井
上
明
子
（
稲
荷
町
２
）　

井
上
美
代
子
（
下
川
原
町
）

根
津
一
良
（
尾
崎
）　
　
　

小
林
幸
一
（
津
南
町
）

　
10
月
15
日
㈯
〜
18
日
㈫
の
４
日
間
、
第
44
回
十
日
町
市
美
術
展
が
市
民
体
育
館

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
８
部
門
に
２
３
５
人
か
ら
３
０
２
点
（
日
本
画

14
、
洋
画
57
、
版
画
13
、
現
代
美
術
34
、
彫
刻
18
、
工
芸
25
、
書
道
34
、
写
真

１
０
７
）
の
応
募
が
あ
り
、
審
査
の
結
果
、
60
点
が
入
賞
し
ま
し
た
。
入
賞
者
は

次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

■
問
合
せ

　

生
涯
学
習
課
　
☎
７
５
７

｜

８
９
１
８

日
本
画

洋
　
画

彫
　
刻

市展賞　「潮悠々」

　　　　羽鳥吉夫（浅ノ平）

　　　　※作品は下

奨励賞　大口貞信（松代）

佳　作　松本山丹（中島町）

版　画

市展賞　「フレキシブル」

　　　　村山三智男（高田町３西）

奨励賞　大島葉月（高校生）

　　　　中　豊和（千歳町３）

新潟日報美術振興賞

茂野正明（上野）

佳　作　関口　舞（高校生）

　　　　津畑ひかり（高校生）

　　　　根津しげ子（十日町市）

市
展
賞
　「
宵
祭
り
の
提
灯
行
列
」

　
　
　
　
小
坂
幸
平
（
稲
荷
町
西
）

市
展
賞
　「
李
白
詩
」

　
　
　
　
大
津
幸
一
（
新
座
３
）

奨
励
賞
　
山
口
典
子
（
高
山
４
）

　
　
　
　
波
形
純
子
（
中
条
中
町
）

奨
励
賞
　
関
口
鈴
子
（
宮
下
町
東
）

　
　
　
　
須
藤
マ
サ
子
（
中
条
下
町
）

　
　
　
　
茂
野
誠
一
郎
（
高
原
田
）

　
　
　
　
鈴
木
洋
一
（
松
代
）

　
　
　
　
山
賀
正
伸
（
小
千
谷
市
）

新
潟
日
報
美
術
振
興
賞

　
　
　
　
山
本
貴
一
（
中
町
）

佳
　
作
　
滝
沢
和
平
（
上
川
手
）

　
　
　
　
清
水
　
正
（
木
島
）

　
　
　
　
須
藤
　
功
（
中
条
下
町
）

　
　
　
　
伊
東
　
孝
（
小
千
谷
市
）　

　
　
　
　
西
方
幸
男
（
川
原
町
）　

　
　
　
　
髙
橋
俊
明
（
新
座
４
）

　
　
　
　
酒
井
一
夫
（
寺
尾
）

　
　
　
　
山
田
里
美
（
高
校
生
）

　
　
　
　
藤
木
美
緒
（
高
校
生
）

　
　
　
　
仲
　
淳
（
小
千
谷
市
）　

　
　
　
　
樋
熊
フ
サ
子
（
十
日
町
市
）

現代美術

工　芸書
　
道

新
潟
日
報
美
術
振
興
賞

　
　
　
　
山
田
令
三
（
南
魚
沼
市
）

佳
　
作
　
杉
本
千
晴
（
南
新
田
町
２
）

　
　
　
　
大
島
テ
ル
（
川
治
内
後
）　

島
田
美
穂
（
新
座
３
）　

写　真

第
44
回 

十
日
町
市
美
術
展
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雪
や
着
物
、
米
、
酒
な
ど
「
と
お
か

ま
ち
の
地
域
資
源
を
活
か
し
た
新
ビ
ジ

ネ
ス
」
を
テ
ー
マ
に
開
催
さ
れ
た
今
回

の
ト
オ
コ
ン
で
は
、
県
内
か
ら
４
大
学

８
チ
ー
ム
が
、
県
外
か
ら
は
６
大
学
７

チ
ー
ム
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
ト
オ
コ
ン
は
産
官
学
連
携
の
推
進
、

新
ビ
ジ
ネ
ス
や
雇
用
の
創
出
、
地
域
経

済
の
活
性
化
、
十
日
町
市
の
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
を
目
的
に
昨
年
初
め
て
開
催
さ

れ
た
も
の
で
、
今
回
２
回
目
の
開
催
と

な
り
ま
す
。
県
内
の
大
学
生
と
首
都
圏

を
中
心
と
す
る
県
外
の
大
学
生
が
、
若

者
や
よ
そ
者
に
よ
る
新
た
な
視
点
で
十

日
町
市
の
良
さ
や
強
み
を
取
り
入
れ
た

プ
ラ
ン
を
競
い
ま
す
。
ま
た
、
若
者
を

地
域
に
呼
び
込
む
こ
と
も
開
催
目
的
の

新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
提
案

に
多
く
の
学
生
が
参
加

一
つ
と
し
て
い
ま
す
。

　
企
画
提
案
さ
れ
た
プ
ラ
ン
は
新
潟
、

東
京
の
各
予
選
会
で
３
チ
ー
ム
に
絞
ら

れ
、
合
計
６
チ
ー
ム
が
12
月
17
日
㈯
に

開
催
さ
れ
る
本
選
会
で
競
い
合
い
ま

す
。
提
案
プ
ラ
ン
と
市
内
事
業
所
と
の

マ
ッ
チ
ン
グ
も
行
い
、
事
業
化
さ
れ
る

場
合
に
支
援
ま
で
想
定
し
て
い
ま
す
。

　
予
選
会
は
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
方

式
で
行
わ
れ
、
各
チ
ー
ム
15
分
間
を
発

表
、
10
分
間
を
質
疑
応
答
に
充
て
ま

す
。
予
選
会
の
模
様
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
中
継
さ
れ
た
ほ
か
、
ツ
イ
ッ
タ
ー

で
も
実
況
さ
れ
ま
し
た
。
予
選
会
の
模

様
は
ト
オ
コ
ン
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（h
ttp

://w
w

w
.to

o
co

n
.jp

/

）

か

ら

ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

■
問
合
せ

：

産
業
振
興
課
雇
用
開
発
係

　
☎
７
５
７

｜

３
１
３
９

開
催
日
：
10
月
22
日
㈯
　
会
場
：
ク
ロ
ス
10

開
催
日
：
10
月
29
日
㈯
　
会
場
：
田
中
田
村
町
ビ
ル
（
東
京
都
港
区
新
橋
）

〈
新
潟
予
選
〉

〈
東
京
予
選
〉

　
約
50
人
が
集
ま
る
中
、
開
催
さ
れ
た

新
潟
予
選
で
は
、
長
岡
大
学
松
本
ゼ
ミ

ナ
ー
ル
の
「
着
物
ド
レ
ス
の
販
売
・
リ

メ
イ
ク
サ
ー
ビ
ス
事
業
」
が
１
位
に
輝

き
予
選
を
通
過
し
ま
し
た
。
そ
の
他
の

予
選
通
過
者
な
ど
は
次
の
通
り
で
す
。

〈
予
選
通
過
１
位
〉

◎
長
岡
大
学
（
松
本
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
）
／

着
物
ド
レ
ス
の
販
売
・
リ
メ
イ
ク

サ
ー
ビ
ス
事
業
《
着
物
を
リ
メ
イ
ク

し
た
ド
レ
ス
製
造
。
併
せ
て
ド
レ
ス

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
を
実
施
》

〈
予
選
通
過
２
位
〉

◎
長
岡
技
術
科
学
大
学
（chula

）
／

長
期
熟
成
酒
で
十
日
町
を
Ｐ
Ｒ
《
十

日
町
の
地
酒
で
長
期
熟
成
酒
。
雪
蔵

貯
蔵
庫
を
想
定
》

〈
予
選
通
過
３
位
〉

◎
新
潟
大
学
（tea

m

ぎ
ゃ
ら
く
し
ー
）

／
十
日
町
美
人
林
ロ
ケ
フ
ォ
ト
ツ

ア
ー
〜
十
日
町
の
き
も
の
で
ブ
ラ
イ

ダ
ル
メ
モ
リ
ー
〜
《
結
婚
直
前
の

カ
ッ
プ
ル
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
宿
泊
付

き
の
美
人
林
で
の
前
撮
り
ツ
ア
ー
》

〈
以
下
参
加
大
学
一
覧
（
順
不
同
）〉

◎
新
潟
産
業
大
学
（
モ
ン
ゴ
ル
嵐
）
／

羊
で
町
お
こ
し
《
食
用
羊
の
飼
育
・

食
肉
販
売
。
か
ら
む
し
を
飼
料
と
し

て
想
定
。
モ
ン
ゴ
ル
村
の
展
開
》

◎
長
岡
技
術
科
学
大
学
（
チ
ー
ム
か
ま

ホ
）
／
か
ま
く
ら
ホ
テ
ル
〜
か
ま
ほ

ビ
ジ
ネ
ス
〜
《
プ
レ
ハ
ブ
の
よ
う
な

枠
で
安
全
確
保
し
た
か
ま
く
ら
に
宿

泊
。
利
用
者
は
内
装
を
雪
で
製
作
》

◎
新
潟
大
学
（
小
川
い
ず
み
）
／
十
日

町
で
健
康
美
人
に
！
〜
コ
コ
ロ
と
カ

ラ
ダ
を
キ
レ
イ
に
す
る
旅
〜
《
30
〜

40
代
の
女
性
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
た

ツ
ア
ー
パ
ッ
ク
》

◎
長
岡
大
学
（
松
崎
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
）
／

ワ
イ
ド
版 

十
日
町 

夏
の
雪
祭
り
計

画
《
夏
に
雪
祭
り
を
行
う
こ
と
で

フ
ァ
ミ
リ
ー
層
を
中
心
に
宿
泊
客
を

誘
客
》

◎
新
潟
産
業
大
学
（
チ
ー
ム
Ｎ
Ｓ
Ｕ
）

／
あ
な
た
を
輝
か
す
町 

十
日
町
《
染

め
の
技
術
を
応
用
し
た
海
外
民
族
衣

装
。
絹
の
寝
巻
き
の
商
品
化
。
美
の

プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
タ
ウ
ン
化
》

新潟予選１位通過の長岡大
学・松本ゼミナール

　
県
内
外
の
大
学
生
が「
と
お
か
ま
ち
の
地
域
資
源
を
活
か
し
た
新
ビ
ジ
ネ
ス
」を
テ
ー

マ
に
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
を
競
い
合
う
、
十
日
町
市
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ン
テ
ス
ト
「
ト
オ
コ
ン

シ
ー
ズ
ン
２
」。
今
回
２
回
目
と
な
る
ト
オ
コ
ン
は
、
新
潟
予
選
会
が
10
月
22
日
㈯
に

ク
ロ
ス
10
で
、
東
京
予
選
会
が
29
日
㈯
に
東
京
都
港
区
新
橋
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
十

日
町
、
東
京
会
場
併
せ
て
10
大
学
か
ら
15
組
の
チ
ー
ム
が
参
加
。
十
日
町
市
を
舞
台
に

し
た
産
官
学
連
携
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
に
大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

十
日
町
市
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ン
テ
ス
ト
「
ト
オ
コ
ン
」
予
選
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

〜
と
お
か
ま
ち
新
時
代
、

　
　
　
学
生
が
生
む
新
た
な
価
値
〜

昨
年
の
ト
オ
コ
ン
で
最
優
秀
賞
に
輝
い
た
プ
ラ
ン
「
十
日
町
を
十と
お

菓か

町ま
ち

へ
」

が
事
業
化
さ
れ
ま
し
た

　
10
月
10
日
（
体
育
の
日
）
に
本
町

２
丁
目
ひ
ろ
ば
で
「
十
菓
町
ス
イ
ー

ツ
グ
ラ
ン
プ
リ
２
０
１
１
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
昨
年
の
ト
オ

コ
ン
で
見
事
最
優
秀
賞
に
輝
い
た
新

潟
産
業
大
学
・
チ
ー
ム
N
S
U
の
プ

ラ
ン
を
原
案
に
し
た
イ
ベ
ン
ト
で
、

事
業
化
に
向
け
た
取
り
組
み
と
し
て

実
施
さ
れ
た
も
の
で
す
。（
詳
し
く

は
10
月
25
日
号
の
市
報
19
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
）

　
ス
イ
ー
ツ
グ
ラ
ン
プ
リ
は
ス
イ
ー

ツ
で
町
お
こ
し
を
テ
ー
マ
に
市
内
10

店
舗
の
菓
子
店
な
ど
が
参
加
し
た
コ

ン
テ
ス
ト
。
グ
ラ
ン
プ
リ
部
門
で

は
、
十
日
町
産
の
素
材
を
使
っ
た
オ

リ
ジ
ナ
ル
ス
イ
ー
ツ
で
競
い
合
い
ま

し
た
。
コ
ン
テ
ス
ト
は
10
人
の
審
査

員
の
ほ
か
、
一
般
参
加
者
の
試
食
で

審
査
さ
れ
ま
し
た
。

オリジナルスイーツに多くの人
が舌鼓を打ちました

本選会を12月17日㈯に
開催します

　予選を勝ち抜いた６チームが12月17日㈯

に開催される本選会でプランを競い合いま

す。予選会を経てさらに熟度を上げた学生の

提案発表を、ぜひ会場で直接ご覧ください。

入場無料で自由に観覧できます。

◇日時：12月17日㈯　午後１時〜５時30分

◇会場：千手中央コミュニティセンター

◇参加大学（チーム名）／プラン名（順不同）

◎長岡大学（松本ゼミナール）／着物ドレス

の販売・リメイクサービス事業

◎長岡技術科学大学（chula）／長期熟成酒

で十日町をPR

◎新潟大学（teamぎゃらくしー）／十日町

美人林ロケフォトツアー

◎慶応義塾大学（チームKO）／十日町活性

化プロジェクト

◎京都産業大学（team マザーズ）／美人林

で妻おこし）

◎早稲田大学（ふたり早稲田）／ Connect10

　
約
40
人
が
集
ま
る
中
、
開
催
さ
れ
た

東
京
予
選
で
は
、
慶
応
義
塾
大
学
チ
ー

ム
Ｋ
Ｏ
の
「
十
日
町
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
〜
き
も
の
Ｎ
Ａ
Ｖ
Ｉ+

〜
」
が
１

位
に
輝
き
予
選
を
通
過
し
ま
し
た
。
そ

の
他
の
予
選
通
過
者
な
ど
は
次
の
通
り

で
す
。

〈
予
選
通
過
１
位
〉

◎
慶
応
義
塾
大
学
（
チ
ー
ム
Ｋ
Ｏ
）
／

十
日
町
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
〜
き

も
の
Ｎ
Ａ
Ｖ
Ｉ+

〜
《
欲
し
い
着
物

や
小
物
が
気
軽
に
見
つ
か
る
、
着
物

選
び
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ

ト
の
構
築
》

〈
予
選
通
過
２
位
〉

◎
京
都
産
業
大
学
（te

a
m

 

マ
ザ
ー
ズ
）

／
美
人
林
で
妻
お
こ
し
《
美
人
を

キ
ー
ワ
ー
ド
に
美
人
林
で
婚
活
や
着

物
シ
ョ
ー
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
》

〈
予
選
通
過
３
位
〉

◎
早
稲
田
大
学
（
ふ
た
り
早
稲
田
）
／

C
onne

ct1
0

《
十
日
町
に
都
心
の
若

者
の
知
恵
と
行
動
力
を
注
ぎ
込
む
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
提
供
》

〈
以
下
参
加
大
学
一
覧
（
順
不
同
）〉

◎
立
教
大
学
（T

E
A

M
 R

ikkyo R
yoken

）

／
土
器
土
器
！
そ
ば
作
り
林
間
学
校

〜
教
育
産
業
に
よ
る
地
域
活
性
化
を

目
指
し
て
〜《
美
人
林
と
へ
ぎ
そ
ば
、

国
宝
火
焔
型
土
器
を
活
用
し
た
林
間

学
校
を
開
催
》

◎
法
政
大
学
（te

a
m

 A
 hose

i

）
／
ト

オ
コ
レ
《
服
飾
業
界
を
志
す
都
心
の

服
飾
学
生
の
イ
ン
タ
ー
ン
の
場
所
、

作
品
発
表
の
場
所
と
し
た
取
組
み
》

◎
成
城
大
学
（
ム
ム
マ
ッ
フ
ァ
）
／
き

も
の
産
業
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

《
き
も
の
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
や

学
生
に
よ
る
き
も
の
産
業
活
性
化
ビ

ジ
ネ
ス
コ
ン
テ
ス
ト
を
開
催
》

◎
京
都
産
業
大
学
（
十
日
町
応
援
隊
）

／
十
人
十
味
☆
と
お
か
ま
ち
《
特
産

品
を
生
か
し
た
ご
当
地
グ
ル
メ
を
創

造
し
、
Ｂ
１
ブ
ラ
ン
プ
リ
参
加
を
目

指
す
》

東京予選１位通過の慶応義塾大学・チーム KO

トオコン・・・・・トオコン・・・・・トオコン・・・・・トオコン・・・・・トオコン・・・・・トオコン・・・・・トオコントオコン・・・・・トオコン・・・・・トオコン・・・・・トオコン・・・・・トオコン・・・・・トオコン・・・・・トオコン
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ネージュを
「ゆるキャラグランプリ」に

エントリーしています
　ゆるキャラグランプリ

に十日町雪まつりのマス

コットキャラクター「ネ

ージュ」がエントリーさ

れました。

　ゆるキャラグランプ

リでは、全国から316種

（10月31日現在）のゆる

キャラがエントリーされ、投票はインターネ

ットを通じて行われます。市民の皆さんから

ぜひネージュに投票していただき上位入賞に

ご協力をお願いします。

◆ホームページ：http://www.yurugp.jp/

◆投票期日：11月26日㈯まで（１日１回の

投票が可能です）

◆問合せ：観光交流課　☎757-3100

第42回ジュニアオリンピック陸上競技大会

（10月28日㈮〜30日㈰／横浜市日産スタジアム）

写真右から富井寿大（中里中）、片桐瞬、渡邊

大虎（以上川西中）

全国大会出場
おめでとう （敬称略）

市民スポーツ大会結果７ 回第

　10月10日（体育の日）を中心に、第７回市民スポーツ大会が開催され、大勢の参加者が

さわやかな汗を流しました。各競技の優勝選手・チームを紹介します。（敬称略）

■問合せ：スポーツ振興課　☎756-5013

2011十日町
RUN・ランリレー
カーニバル

ち
び
っ
こ
ラ
ン

小学低学年
男 子 根津広大（城ヶ丘XC）

小学低学年
女 子 小嶋花菜（川治小）

小学高学年
男 子 山田駿平（城ヶ丘XC）

小学高学年
女 子 林春季（城ヶ丘XC）

４
×
１
０
０
ｍ

リ
レ
ー　
　
　

ファミリー
チーム１位ねらい
（小川あたり、池田朱里、保
坂美和、小川まどか）

一　　　 般
郡市オールスターズ
（庭野勇吾、水落康太、村山
寿、廣川晃）

ク
ロ
ス
カ
ン
ト

リ
ー
リ
レ
ー

ファミリー
下条JXC－Ａ
（山田泰生、小嶋大聖、小杉
淳也、小杉洋宏）

一　　　 般
城ヶ丘XC
（太島悠介、尾身大地、山田
久、宮園健吾）

フットサル大会 Ｆ.Ｃ.ＴＲＩＢＥ

テニス大会シン
グルス

一 般 男 子 Ａ 小川拓海（協会Jr)

一 般 男 子 Ｂ 越昌宏

一 般 女 子 Ａ 阿部澄（YYTC）

一 般 女 子 Ｂ 小川真紀（LTC）

パパママバレーボール大会 深雪会

第47回市民体操
競技大会

小 学 生 Ａ 池田杏（川治小）

小 学 生 Ｂ 金澤かがり（馬場小）

宮沢杯・小山杯
争奪バスケット
ボール競技会

一 般 男 子 BURN OUT

シ ニ ア ファミリーズ

ソフトテニス大
会

男 子 の 部 渡辺茂・春川俊弥
（リバーウェスト）

女 子 の 部 高木香織・岩田幾久美
（リバーウェスト）

婦 人 の 部 中沢信子・高木洋子
（LTC）（無所属）

市民スポーツの日
卓球大会

中 １ 男 子 小宮山永（中条中）

中 １ 女 子 丸山佳乃（川西中）

中 ２ 男 子 野澤康平（南中）

中 ２ 女 子 青木真由（十日町中）

一 般 男 子 高橋剛（県庁クラブ）

一 般 女 子 中澤眞紀（十日町クラブ）

ラ ー ジ ボ ー ル 久保田清次郎（ゆうゆう）

少年野球大会
小 学 校 ５ 年 生 川治妻有

小 学 校 ６ 年 生 中条小シャークス

400歳野球大会 モンスターズ

相撲競技大会

団 体 東小Ａ

小 学 校 １ 年 浅田大斗（西小）

小 学 校 ２ 年 登坂凌也（上野小）

小 学 校 ３ 年 佐藤豪（吉田小）

小 学 校 ４ 年 滝澤海斗（十日町小）

小 学 校 ５ 年 西川匠（東小）

第40回郡市柔道
大会

小学１・２年生 佐久間颯（千手小）

小学３・４年生 高橋颯汰（水沢小）

小学５・６年生 小野塚賢人（津南小）

中 学 １ 年 生 高野正隆（水沢中）

中学２・３年生 蕪木恵太（十日町中）

一 般 ・ 高 校
中 学 生 女 子 数藤亜希（川西中）

一般・高校　軽量 桑原光希（津南柔道会）

一般・高校　重量 古沢一幾（十日町市柔道会）

ソフトボール大会 東部

第27回ジュニア
バドミントン大
会

シ
ン
グ
ル
ス

小学３・４
年 生 男 子

岩田圭
（十日町バドミントン少年団）

小学３・４
年 生 女 子 高波舞（T・J・B・C）

小学５・６
年 生 男 子 船場悠太（T・J・B・C）

小学５・６
年 生 女 子 富沢歩美（T・J・B・C）

中学生男子 武田涼馬（まつだい）

中学生女子 丸山奈実衣（T・J・B・C）

ダ
ブ
ル
ス

小学生男子 船場悠太・岩田圭
（T・J・B・C）（十日町バドミントン少年団）

小学生女子 富沢歩美・山本愛梨
（T・J・B・C）

中学生男子 澤潟圭・春日智昭
（十日町バドミントン少年団）

中学生女子 丸山奈実衣・山本悠莉
（十日町バドミントン少年団）

大会名 種　　別 優　　勝 大会名 種　　別 優　　勝

秋季市民バドミ
ントン大会

シ
ン
グ
ル
ス

男 子 Ａ 水落将志（下条）

男 子 Ｂ 武田涼馬（まつだい）

女 子 小野塚直子（川西Ｃlub）

ダ
ブ
ル
ス

男 子 Ａ 水落将志・吉田貴行
（下条）

男 子 Ｂ 武田桂一・武田涼馬
（まつだい）

女 子 笠原裕子・小野塚直子
（川西Ｃlub）

剣道競技大会

小 学 校 低 学 年 村山智康（十日町剣友会）

小 学 校 高 学 年 樋口遼汰（十日町剣友会）

中 学 校 男 子 小海謙太（十日町剣友会）

一 般 ・ 高 校 樋口秀夫（中里剣友会）

第16回川西ソフトバレーボール大会 ゆうこりんず

第26回中里健康
ウォーク兼第15
回ミオンウォー
ク

行き先
なかさと地域内約15㎞コース
参加者67人

ロ・マン24inまつだい
第21回24時間耐久リレーマラソン 激走会

第17回まつのや
ま湯鳥駅伝大会

小 学 生 ガンバ松里

中 学 生 白髭快足団

高 校 ・ 一 般 サティスファクション

湯 鳥 三省の風

空手道競技会

幼 児 ・ 小 学 校
１・２年　男子形 井口尚也（水沢小）

幼 児 ・ 小 学 校
１・２年　女子形 西野唯香（十日町小）

小学校３・４年
男 子 形 渡辺大貴（見附小）

小学校３・４年
女 子 形 河崎芹奈（西小）

小学校５・６年
男 子 形 小野塚太郎（松里小）

小学校５・６年
女 子 形 矢野智夏子（下条小）

中 学 生 形 宮嶋魁都（水沢中）

小学校１・２年
男 子 組 手 井口尚也（水沢小）

小学校１・２年
女 子 組 手 池田桃子（中条小）

小学校３・４年
男 子 組 手 渡辺大貴（見附小）

小学校３・４年
女 子 組 手 小嶋優（松代小）

小学校５・６年
男 子 組 手 井口史也（水沢小）

小学校５・６年
女 子 組 手 富井綾音（馬場小）

中 学 男 子 組 手 福島治樹（中条中）

市民ハイキング 行き先　磐梯山　参加者53人

市長杯争奪ゲートボール大会 七和チーム

第39回健康マラソン 参加者数　212人

大会名 種　　別 優　　勝 大会名 種　　別 優　　勝
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表 

彰

お
め
で
と
う

　
ご
ざ
い
ま
す

　
長
野
県
北
部
地
震
で
住
宅
や
家
財
な

ど
に
被
害
を
受
け
た
人
は
、
震
災
特
例

法
の
施
行
に
よ
り
、
平
成
22
年
分
ま
た

は
23
年
分
の
い
ず
れ
か
を
選
択
し
て
、

所
得
税
の
全
部
ま
た
は
一
部
を
軽
減
す

る
こ
と
が
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

左
記
の
日
程
で
雑
損
控
除
な
ど
の
説
明

会
を
開
催
し
ま
す
の
で
利
用
し
て
く
だ

さ
い
。

対象地域 説明会日時 会　場

松 代 地 域
12月７日㈬
午前９時30分〜11時30分

松代庁舎

松之山地域
12月７日㈬
午後１時30分〜３時30分

松之山
公民館

松代・松之
山地域以外

12月８日㈭
午後１時30分〜３時30分 中　央

公民館12月９日㈮
午前９時30分〜11時30分

※
新
潟
・
福
島
豪
雨
で
被
害
を
受
け
た

人
は
、
震
災
特
例
法
が
適
用
さ
れ
な

い
た
め
、
22
年
分
で
は
軽
減
す
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん

【
来
場
時
に
必
要
な
書
類
な
ど
】

○
被
害
を
受
け
た
資
産
、
取
得
時
期
、

取
得
価
格
の
分
か
る
も
の
（
建
物
の

請
負
契
約
書
な
ど
）

※
被
害
を
受
け
た
家
屋
の
取
得
価
格
な

ど
が
分
か
ら
な
い
場
合
は
、
登
記
事

項
証
明
書
な
ど
建
築
年
月
及
び
そ
の

面
積
が
分
か
る
も
の

○
被
害
を
受
け
た
資
産
の
取
り
壊
し
費

用
、
除
去
費
用
、
修
繕
費
用
な
ど
が

分
か
る
も
の
（
請
求
書
、
領
収
書
な

ど
）

○
被
害
を
受
け
た
こ
と
に
よ
り
受
け
る

保
険
金
な
ど
の
金
額
が
分
か
る
も
の

（
保
険
金
の
支
払
通
知
書
な
ど
）

○
被
災
証
明
書
ま
た
は
り
災
証
明
書

（
交
付
を
受
け
て
い
る
場
合
）

○
被
災
し
た
資
産
の
明
細
書
（
事
前
に

税
務
署
か
ら
送
付
を
受
け
て
い
る
人

は
、
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
会
場
に

も
用
紙
を
用
意
し
て
あ
り
ま
す
）

○
筆
記
用
具
、
計
算
用
具

　
十
日
町
税
務
署
で
は
、
所
得
税
の
青

色
申
告
決
算
書
の
作
成
方
法
、
及
び
災

害
で
事
業
用
資
産
に
被
害
を
受
け
た
場

合
の
計
算
方
法
に
つ
い
て
左
記
の
と
お

り
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。
都
合
の
良

い
会
場
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

【
営
業
所
得
関
係
】
日
時
（
会
場
）

◇
11
月
28
日
㈪
午
後
１
時
30
分
〜
（
松

代
総
合
セ
ン
タ
ー
）

◇
12
月
１
日
㈭
午
前
10
時
〜
・
午
後
１

時
30
分
〜
（
中
央
公
民
館
）

【
農
業
所
得
関
係
】
日
時
（
会
場
）

◇
11
月
28
日
㈪
午
前
10
時
〜
（
松
代
総

合
セ
ン
タ
ー
）

◇
12
月
５
日
㈪
午
前
10
時
〜
・
午
後
１

時
30
分
〜
（
十
日
町
農
業
協
同
組
合

本
店
）

十
日
町
税
務
署
か
ら
説
明
会
の
開
催
の
お
知
ら
せ

「
青
色
申
告
決
算
書
作
成
」

「
被
災
事
業
用
資
産
計
算
」 

説
明
会

「
雑
損
控
除
」
な
ど
の
説
明
会

◆
問
合
せ

　

十
日
町
税
務
署
個
人
課
税
部
門

　
☎
７
５
２

｜

３
１
８
１

要
援
護
世
帯
︵
高
齢
者
︶
の
除
排
雪

援
助
事
業
の
対
象
が
拡
大
さ
れ
ま
す

　
要
援
護
世
帯
の
中
で
、
高
齢
者

世
帯
へ
の
援
助
事
業
は
、
今
ま
で

は
「
市
内
に
子
ど
も
が
い
な
い
こ

と
」
が
条
件
で
し
た
。
こ
の
た
び

の
要
綱
改
正
で
条
件
が
「
本
人
も

し
く
は
世
帯
員
の
い
ず
れ
も
が
、

別
世
帯
の
子
ど
も
な
ど
の
住
民

税
の
扶
養
親
族
と
な
っ
て
い
な

い
こ
と
」
に
緩
和
さ
れ
ま
す
。
た

だ
し
、
融
雪
屋
根
は
、
今
ま
で
通

り
「
市
内
に
子
ど
も
が
い
な
い
こ

と
」
が
援
助
事
業
の
対
象
条
件
と

な
り
ま
す
。

■
対
象
世
帯
は
、
次
の
条
件
全
て

に
該
当
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

①
自
力
で
雪
処
理
が
で
き
な
い
こ

と
。

②
市
民
税
が
均
等
割
以
下
世
帯
で

あ
る
こ
と
。

③
除
排
雪
を
援
助
す
る
親
族
が
い

な
い
世
帯
で
あ
る
こ
と
。

④
民
生
委
員
の
報
告
に
よ
り
市
長

が
認
め
た
世
帯
で
あ
る
こ
と
。

■
援
助
額

：
年
３
３
、
０
０
０
円

■
問
合
せ

：

福
祉
課
高
齢
福
祉
係

　
☎
７
５
７

－

９
７
５
８

　
国
勢
調
査
な
ど
の
各
種
統
計
調

査
、交
通
安
全
の
功
績
者
と
し
て
、

３
人
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
受
賞

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

総
務
大
臣
表
彰

経
済
産
業
大
臣
表
彰

関
東
管
区
警
察
局
長
・
関
東
安
全
運

転
管
理
者
協
議
会
連
合
会
長
表
彰

高橋　健一さん

(上川町・71歳）

栗林　鎌一さん

(北鐙坂３・69歳）
関谷　馨さん

(松代・52歳）

　
昭
和
55
年
か
ら
国
勢
調
査
員
と
し
て

従
事
し
た
功
績
な
ど
が
認
め
ら
れ
ま
し

た
。
誠
実
な
人
柄
は
地
域
で
も
信
頼
さ

れ
て
い
ま
す
。
高
橋
さ
ん
は
、「
表
彰

は
思
い
も
よ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
皆
さ

ん
が
協
力
的
で
ス
ム
ー
ズ
な
調
査
が
で

き
ま
し
た
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
昭
和
43
年
か
ら
工
業
統
計
調
査
な
ど

に
携
わ
っ
て
き
た
功
績
が
認
め
ら
れ
ま

し
た
。
市
統
計
調
査
員
協
議
会
の
会
長

を
務
め
る
な
ど
信
望
も
厚
い
栗
林
さ
ん

は
、「
少
し
は
役
に
立
っ
て
い
る
の
か

な
と
感
じ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
で
き
る

限
り
協
力
し
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
27
年
間
に
わ
た
り
、
事
業
所
の
安
全

運
転
管
理
者
と
し
て
取
り
組
ん
だ
功
績

な
ど
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。
関
谷
さ
ん

は
、「
夕
暮
れ
が
早
い
時
期
で
す
が
、

急
が
ず
安
全
運
転
を
心
が
け
る
よ
う
、

朝
礼
で
職
員
に
指
導
し
て
い
ま
す
」
と

取
り
組
み
を
語
り
ま
し
た
。

（
交
通
安
全
功
労
）

災害の記憶を風化させないために ～十日町市総合防災訓練～
　東日本大震災及び長野県北部地

震から７か月が経ち、中越大震

災から７年となった10月23日㈰、

松代総合グラウンド及び松代高校

で「市総合防災訓練」が開催され

ました。訓練には自主防災会など

関係者約600人が参加。災害犠牲

者のめい福を祈り黙とうを行った

後、訓練が行われ、今後の災害に

備えて参加者は真剣なまなざしで

訓練しました。

災害救助犬が要救助者を発見

　災害対策本部に被害状況が報告され、災害協
定を結んでいる市への応援要請などの訓練が行
われました

　救護所での医師によるけが人へ
の応急処置訓練

消防隊員による救出作業
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けが人多数

救助訓練開始！

震度６強の地震発生
！

初期消火訓練



　里山科学館である「森の学校」キョロロには

博士号を持った若手研究員が４人います。

　「研究員って白衣を着て実験室にこもってい

るの？」いえいえ、キョロロの研究員は十日町

市の自然にどっぷりつかりながら、地域の自然

や文化を地域の人といっしょに調査・研究・発

信し、地域資源を生かした協働の地域づくりを

目指しています。今回は、研究員４人の専門分

◆11月18日㈮　担当：小林誠

　クマもネズミも一喜一憂！？

〜ブナのタネを調べて

　　　　　　　わかること〜

◆11月25日㈮　担当：鶴智之

　分類学って何だろう？　

　〜とても小さな昆虫

　　　 “ハナノミ”を例に〜

◆12月２日㈮　担当：伊藤千恵

　身近な外来種から十日町市の

未来を考えよう！

◆12月９日㈮　担当：岩西哲

　ありんこたちの家族のかたち

〜アリ類の社会にみられる

　　　　　　　　対立と協調〜

野を生かしたミニ講演会を４週にわたり行いま

す。講演の後にはおしゃべりタイムを設けまし

た。日ごろ疑問に思っていることなどいろいろ

質問してください。

■日時：11月18日㈮〜12月９日㈮の毎週金曜

日　午後７時〜８時15分（講演45分間・お

しゃべりタイム30分間）

■会場・問合せ：キョロロ　☎595-8311

　私たちの身近でも、地球規模でも、環境問題

は日に日に深刻さを増していることから、環境

問題を考える講演会を開催します。講師は、アー

ティスト・絵本作家として知られ、自らもゴミ

処分場建設反対運動などを通して環境問題に関

わってきた田島征三さん。子どもたちのために

多くの絵本を創作してきた田島さんだからこそ

語れる環境問題にぜひ耳を傾けてみましょう。

■日時：12月10日㈯　午前10時〜正午

■定員：100人（事前申込者優先、入場無料）

■その他：保育ルームを設置しますので利用希

望者は、１週間前までに申し込んでください。

■会場・申込み・問合せ：情報館☎750-5100

　（事前申込み者数が定員に満たない場合は、

当日参加でも入場できます）

講師＝田島征三さん

　アーティスト・絵本作家。『ちからたろう』『とべバッタ』など力強いタッチで描かれた数々

の絵本作品は、多くの子どもたちに読まれています。木の実など自然の物を使ったアート作

品も数多く創作し、2009年の第４回大地の芸術祭では、鉢の旧真田小学校をまるごと絵本

にした『鉢＆田島征三　絵本と木の実の美術館』が好評を博しました。1990年から東京都

日ノ出町の廃棄物巨大処分場建設反対運動にかかわり、環境問題にも多くのメッセージを発

しています。

—田島征三 講演会—
「未来の子どもたちのために残したい環境のこと」

M
マ イ ク ロ ソ フ ト

icrosoft E
エ ク セ ル

xcel で決算書づくり

十日町市環境共生基金事業

情報館主催　コンピューターステップアップ講習

　町内会や地域の団体、所属のサークルなどで

会計をしている人は、年度末を見据えて決算書

づくりが気になってくる頃ではないでしょう

か。そんなときに、「もっと効率よく決算書を

作りたい」「もっと見栄えのよい決算書を作り

たい」と思っている人も多いはずです。

　今回のコンピューターステップアップ講習で

は、表計算ソフト「Excel」を使い、効率よく、

そして見栄え良く決算書を作るためのポイント

やテクニックを教えます。

■期日：12月13日㈫〜 15日㈭

■時間：【昼コース】午後２時〜４時

　　　　【夜コース】午後７時〜９時

■定員：各コース18人

■受講資格：Excelの基本的な使い方を習得し

ている人、または情報館主催のコンピュー

ター入門講習「Excel入門」を受講した人

■内容：講習前半は用意されたサンプルの決算

書を、講義を受けながら作成します。講習後

半は受講者が自由に決算書を作成し、講師が

アドバイスします。

■受講料：4,000円

■申込み：11月30日㈬までに、ハガキまたは

情報館に配置の申込書に必要事項を記入のう

え情報館事務室に提出してください。申込み

多数の場合は抽選とし、12月１日㈭以降に

抽選結果をお知らせします。申込みが定員に

達しなかった場合は、12月１日以降に電話

などでの申込みも受け付けます。

■会場・問合せ：情報館　☎750-5100

キョロロ研 ミニ講演会究員の

■問合せ：企画政策課協働推進係　☎757-3693

一人で悩まず相談してください

　配偶者やパートナーからの暴力、セクシュアル

ハラスメント（性的嫌がらせ）、ストーカー行為、

性犯罪などは女性の人権を侵害するものであり、

決して許される行為ではありません。このような

問題でお悩みのときは、ぜひ相談してください。

相談内容 相談窓口 電話番号 開設時間

配偶者やパート
ナーからの暴力

新潟県女性福祉相談所
（配偶者暴力相談支援センター）

☎025-381-1111 月〜金曜日：午前８時30分〜午後５時15分

ＤＶ・児童虐待相談フリー
ダイヤル

☎0120-26-2928 毎日：午前９時〜午後10時

新潟県男女平等推進相談室 ☎025-285-6605
月〜金曜日：午前11時〜午後６時（受付は
５時30分まで）、土曜日：午前10時〜午後５
時（受付は４時30分まで）

十日町市子育て支援課 ☎757-3719 月〜金曜日：午前８時30分〜午後５時15分

配偶者やパート
ナーからの暴力、
ストーカー被害、
性的嫌がらせ

女性被害110番 ☎025-281-7890 月〜金曜日：午前８時30分〜午後５時15分

十日町警察署生活安全課 ☎752-0110 月〜金曜日：午前９時〜午後５時45分

女性の人権問題

女性の人権ホットライン
（新潟地方法務局人権擁護
課内）

☎0570-070-810
（全国共通番号）
☎025-229-0211

（PHS・IP電話用)

月〜金曜日：午前８時30分〜午後５時15分
（11月14日㈪〜 20日㈰は強化週間として14
日㈪〜 18日㈮午前８時30分〜午後７時、19
日㈯〜 20日㈰午前10時〜午後５時も開設し
ています）

新潟地方法務局十日町支局
人権相談 

☎0570-003-110 月〜金曜日：午前８時30分〜午後５時15分

職場での性的嫌
がらせや性別に
よる差別

新潟労働局雇用均等室 ☎025-234-5928
原則として木曜日：午前９時〜午後４時
※これ以外の日時でも可、まずは電話を

女性の総合相談
女性相談専用電話

（十日町市企画政策課内）
☎757-3701 月〜金曜日：午前８時30分〜午後５時15分

11月12日㈯〜25日㈮

「女性に対する暴力をなくす運動」期間です
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する回数が増えたら要注意で

す。身体機能の低下を自覚し

たら、能力に応じた運転に努

め、運転免許の返納も検討し

てください。

　なお、近年利用者が増えて

いるシニアカーは、道路交通

法では車両ではなく歩行者に

なります。歩道がある道路では必ず歩道を通

り、歩道がない道路では、対向してくる自動

車などに注意して右側を通るなど、歩行者と

しての交通ルールとマナーを守りましょう。

●問合せ：防災安全課交通防犯係

　　　　　☎757-3197

高齢ドライバーの交通事故防止

10月の十日町警察署管内の交通事故

◆発生件数：29件

◆死 者 数：０人

◆傷 者 数：36人

No.15　銀
ぎん

杏
なん 早く収穫するひすい色の緑銀杏から黄色に熟した銀杏まで、

濃厚な香りと柔らかい食感は秋だけの特別な味覚です。

新潟県交通安全
マスコット
ルルちゃん

　高齢化社会の進展に伴い、高齢運転者が加

害者になる事故の発生割合が高くなってきて

います。

　高齢者が原付以上の車両を運転していて

第１当事者（交通事故の当事者のうち、過失

が最も重い者または過失が同程度の場合は

被害が最も軽い者をいう）となった交通事故

発生件数を違反別で見ると、①わき見運転

の割合が高い。②一時不停止などの割合が高

い。③信号無視の割合が高い。という特徴が

あります。

　運転をしていて、「ヒヤリ」や「ハッ」と

「
役
立
て
よ
う
！
眠
っ
て
い
る
未
使
用
テ
レ
カ
」
の

集
計
結
果
が
ま
と
ま
り
ま
し
た

　
市
で
は
７
月
25
日
か
ら
９
月
30
日
ま

で
の
間
、
被
災
者
支
援
の
取
り
組
み
と

し
て
、
皆
さ
ん
か
ら
未
使
用
の
テ
レ
ホ

ン
カ
ー
ド
を
提
供
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
集
ま
っ
た
テ
レ
ホ
ン
カ
ー
ド
は
市

の
電
話
料
金
に
充
て
、
歳
出
削
減
と

な
っ
た
電
話
料
金
相
当
分
を
義
援
金
と

し
て
東
日
本
大
震
災
、
十
日
町
市
長
野

県
北
部
地
震
、
新
潟
・
福
島
豪
雨
災
害

の
被
災
者
支
援
に
役
立
て
ま
す
。

　
提
供
し
て
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
に
心

か
ら
感
謝
す
る
と
と
も
に
、
被
災
し
た

皆
さ
ん
の
一
日
も
早
い
復
興
を
願
っ
て

い
ま
す
。

◆
問
合
せ

：

総
務
課
行
政
管
理
係

　
☎
７
５
７

｜

９
９
１
３

東日本大震災
十日町市

長野県北部地震
新潟・福島豪雨 合　計

50度数 1,172枚 1,536枚 1,554枚 4,262枚

105度数 9枚 77枚 98枚 184枚

ICカード ― 2枚 ― 2枚

合　計 1,181枚 1,615枚 1,652枚 4,448枚

義援金換算 532,997円 760,707円 788,270円 2,081,974円

〈集計結果〉

※集計結果については、㈱ NTT東日本によるチェックの後に変動する場合があります

とおかまち応援寄附金
（ふるさと納税）の寄附者に

お礼の品をお送りします
　市では、まちづくりの寄附金を「とおかまち応援

寄附金」制度で市内外から広く受け付けています。

この寄附金制度は、10の受付メニューの中から希

望する寄附金の使途を指定してもらい、寄附してい

ただくものとなっています。寄附金のうち、2,000

円を超える額は、一定限度まで所得税・個人住民税

の控除を受けることができます。

　このたび、年間（４月～翌年３月の間）１万円以

上寄附していただいた皆さん（受付メニューのうち

「市内ＮＰＯ法人の支援」に対する寄附金は除きま

す）に対し、お礼の品を送付することにしました。

お礼の品は、米や酒・そば・和装品などの特産品

15品の中から、希望する１品を送付することにし

ています。（本年度は、10月以降に１万円以上寄附

していただいた皆さんが対象となります）

　特産品を写真で紹介したチラシがありますので、

興味のある人や親戚などの知人にチラシを配布して

いただける人は、下記までご連絡ください。

◆問合せ：企画政策課企画政策係　☎757-3193

　市では東日本大震災を契機に、市の全ての公

共施設で節電の取り組みを行ってきました。こ

の中で６庁舎の節電について、夏のピーク期間

（７〜９月）の取り組みをお知らせします。

　併せて契約電力量を引き下げる取り組みを行

い、合計1,229,629円（前年比19.2％）の削減

を行いました。環境保全と経費削減のため、引

き続き取り組みを継続していきます。

◆問合せ：財政課管財係　☎757-9914

場　所 節電率 場　所 節電率

本庁舎（保健
センター含む）

34.6％ 中 里 庁 舎 35.2％

本町分庁舎 40.7％ 松 代 庁 舎 26.5％

川 西 庁 舎 21.5％ 松之山庁舎 37.3％

〈７〜９月分電気使用量の対前年節電率〉

市役所では
節電に取り組んでいます

　市内では90戸の農家が、13haで年間約８トン栽培して

います。写真は高橋正和さん（城之古）が栽培している銀

杏です。銀杏は実がたくさん付くまで10年かかります。

ぎんなん生産組合が平成８年に国の補助を利用して植えた

5.3haのイチョウの木が、ここ数年たわわに実を付けるよ

うになりました。通常より早めに収穫すると、ひすいのよ

うな美しい緑色の銀杏になります。銀杏は小粒ですが、そ

の色と艶は料理を引き立てます。地元でおいしく育った秋

の味覚をぜひ味わってください。

〈収穫時期〉10月〜11月

〈おいしい食べ方〉煎り銀杏、銀杏ごはん、茶碗蒸しなど

●問合せ　農林課農業企画係　☎757-3120

※節電率については、部署の移転による影響も含まれてい
　ます
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地元で作られたものを
地元で食べる。

その営みを拡大するために、

十日町で作られている農産物

などを紹介していきます。十日町産を食べよう！
地産地消

十日町産を食べよう！
農
家の
皆さんが

丹精
込めてつくっています。



と
も
に
汗
を
か
き 

と
も
に
笑
い“ゆくら妻有”大収穫祭

れ
に
よ
く
似
た
も
の
が
、
江
戸
時
代
末

期
に
新
潟
の
海
岸
で
発
見
さ
れ
た
北
米

産
の
帰
化
植
物
「
ク
ル
マ
バ
ザ
ク
ロ
ソ

ウ
」
で
す
。
ザ
ク
ロ
ソ
ウ
は
根
元
近
く

の
葉
が
５
～
６
枚
、
あ
と
は
２
～
３
枚

向
き
合
っ
て
生
え
ま
す
が
、
ク
ル
マ
バ

ザ
ク
ロ
ソ
ウ
は
５
～
８
枚

が
節
ご
と
に
輪
生
し
て
い

ま
す
。
発
見
し
た
ら
葉
の

付
き
方
で
判
定
し
て
み
て

く
だ
さ
い
。

　

小
さ
く
て
お
と
な
し
い

雑
草
な
の
で
邪
魔
に
も
な

り
ま
せ
ん
が
、
新
顔
と
し
て
ま
だ
方
言

名
す
ら
付
け
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

（
文
と
写
真　

高
橋
八
十
八
）

　

お
母
さ
ん
た
ち
の
楽
し
み
で
あ
る
家

庭
菜
園
は
、多
様
な
野
菜
を
栽
培
し
て
、

周
囲
は
園
芸
用
の
花

で
飾
ら
れ
ま
す
。
そ

ん
な
畑
に
も
雑
草
は

容
赦
な
く
生
え
、
除

草
に
悩
ま
さ
れ
ま

す
。
そ
の
中
に
珍
し

い
雑
草
の
新
顔
が
あ

る
の
に
気
付
き
、
調
べ
て
み
た
ら
、
ザ

ク
ロ
ソ
ウ
科
の
一
年
草
で
「
石ざ

く
ろ
そ
う

榴
草
」

と
い
う
も
の
だ
と
分
か
り
ま
し
た
。
こ

　小原集落は信濃川に面した50

軒ほどの集落ですが、今年の８月、

新たな集落センターを集落の中心

地に建設しました。建設にあたり、

何よりも大切にしたことが避難所

としての役割です。中越大震災の

際、指定の避難所が遠く、ほとん

どの人が車内での避難生活を送ったことや、これ

までの集落センターの利用状況から、あえて２階

を作らず、１階部分を半分畳敷き、半分フローリ

ングの大部屋１室と、対面式の台所を配置しまし

た。計画には集落の女性の意見も取り入れ、使い

やすい集落センターを目指しました。竣工式では、

集落みんなで祝いたいと、市内のラーメン店の協

力を得て、にぎやかにお祝いをしたとのこと。「た

くさん使って楽しん

でもらいたい」とい

う思いが込められた

“集楽せんたぁ”の

看板もまもなく設置

されます。

　10月23日㈰、倉俣地区振興会主催のゆくら

妻有大収穫祭がゆくら妻有駐車場で行われまし

た。この収穫祭には、地元農家の採れたて野菜

の出品や、新米のつきたて餅がふるまわれるな

ど、市内外から500人もの人たちが来場、行列

をなしました。また今年は都会から来市し、休

耕地で農業を行うサンライズプロジェクトも初

出店。ステージでは清津峡樽ばやしや田代神楽

の上演などが会場を沸かせていました。

　中里ショッピングセンターユーモールにあるプラネタリウム「ドーム中里き☆ら●

ら」で、新たに２人のチビッコ天文博士が誕生し、10月22日㈯に認定式とプラネタ

リウムの特別投影が行われました。今回認定されたのは、村山愛
あい

海
み

さん（田沢小２年）

と駿
しゅん

さん（６歳）の姉弟。「探究心を持って勉強してください」と、蔵品教育長から

認定状と記念品が贈られました。チビッコ天文博士は平

成９年から始まり、これまで延べ100人を認定。年12回

以上プラネタリウムの定期投影に足を運んだ小学生以下

の子どもに授与されます。プラネタリウムは市民の有志

が運営委員会を組織し、毎週日曜日に手作りのプログラ

ムを投影しています。

　10月５日㈬、松代地区老人会が㈶全国老人ク

ラブ連合会より、健康づくり活動部門『活動賞』

の全国表彰を受けました。平成19年より講師を

招き、介護予防のための体操教室を積極的に開催

してきた活動が評価を受けたものです。体操で足

腰が強くなり活動範囲が広がったことで、旅行に

行けるようになった人、行事などに積極的に参加

するようになった人が年々増加。「参加仲間との

おしゃべりが楽しい」といった、地域のコミュニ

ケーションが深まる効果も出ています。　

　
10
月
16
日
㈰
、
早
稲
田
大
学
で
開
催

さ
れ
た
稲
門
祭
（
卒
業
生
と
関
係
者
が

集
う
祭
り
）
に
、
蒲
生
集
落
の
皆
さ
ん

が
参
加
し
ま
し
た
。
自
家
製
野
菜
や
ソ

バ
と
い
っ
た
松
代
物
産
品
店
を
出
店
。

交
流
し
て
い
る
学
生
も
お
手
伝
い
し
ま

し
た
。

　
こ
う
し
た
早
稲
田
大
学
と
松
代
地
域

と
の
交
流
は
、
昭
和
54
年
に
蒲
生
集
落

内
に
あ
っ
た
旧
山
平
中
学
校
跡
地
が
大

学
の
校
外

施

設

と

な
っ
た
頃

ま
で
さ
か

の
ぼ
り
ま

す
。
特
に
蒲
生
集
落
は
授
業
や
合
宿
な

ど
で
訪
れ
る
学
生
と
交
流
を
深
め
る
よ

う
に
な
り
、現
在
で
も
雪
ほ
り
作
業
や
、

集
落
の
人
た
ち
と
い
っ
し
ょ
に
取
り
組

み
始
め
た
菜
の
花
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
棚

田
で
の
田
植
え
・
稲
刈
り
な
ど
交
流
が

続
い
て
い
ま
す
。

　
今
年
は
学
生
２
人
が
夏
季
休
暇
期
間

の
約
１
か
月
半
の
間
、
空
き
店
舗
で
の

蒲
生
暮
ら
し
を
実
行
。
農
作
業
な
ど
を

手
伝
っ
た
り
、
同
じ
食
卓
を
囲
ん
だ
り

と
、
集
落
の
皆
さ
ん
と
の
交
流
を
よ
り

深
め
て
い
ま
し
た
。

　
校
外
施
設
の
誘
致
か
ら
始
ま
っ
た
交

流
の
輪
。既
に
30
年
を
超
え
ま
し
た
が
、

次
の
10
年
、
20
年
へ
と
輪
は
広
が
り
続

け
て
い
ま
す
。

早
稲
田
大
学

￤

蒲
生　

交
流
の
輪

と
も
に
汗
を
か
き 

と
も
に
笑
い

脳と体の両方鍛えて介護予防

松代地区老人会が全国表彰
健康づくりの取り組みを評価

好評だった物産品店　完売！

菜の花畑での交流イベント

今日からわたしも天文博士！チビッコ天文博士認定式

わが家のごっつぉ大集合！
第 7 回なかさと食の文化祭を

開催します
　地産地消と食を通じた交流の場を目的とした

イベント「なかさと食の文化祭」を今年も開催し

ます。“わが家のごっつぉ”“米粉料理”“行事会”

をテーマに、地元の食材を使った家庭料理が並び

ます。また、ちまき作りや米粉クレープ作りの体

験コーナーなど盛りだくさんの内容となってい

ます。

■日　時：11月27日㈰　午前11時〜午後１時

■会　場：ユーモール

■問合せ：中里支所地域振興課　☎763-2511

出品料理の試食コーナーの様子
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ザ
ク
ロ
ソ
ウ

81

ザクロソウ

たから
探し
たから
探し

小原編



わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、小
・

中
学
生
の
１
割
弱
に
歯
肉
の
状
態

が
要
精
検
・
要
観
察
の
人
が
い
る

状
況
も
あ
り
、
若
い
う
ち
か
ら
歯

周
病
予
防
を
心
が
け
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　「
健
康
と
お
か
ま
ち
21
」
で
は
、

次
の
取
り
組
み
を
行
う
よ
う
に
勧

め
て
い
ま
す
。

①
か
か
り
つ
け
歯
科
医
を
持
ち
、

１
年
に
１
回
歯
科
健
診
を
受
け

ま
す
。

②
食
後
て
い
ね
い
に
歯
み
が
き
を

し
ま
す
。

③
お
や
つ
な
ど
は
だ
ら
だ
ら
と
食

べ
ま
せ
ん
。

④
子
ど
も
に
正
し
い
歯
の
み
が
き

方
を
教
え
ま
す
。

⑤
デ
ン
タ
ル
フ

ロ
ス
な
ど
を

使
っ
て
、
歯

と
歯
の
間
を

き
れ
い
に
し

ま
す
。

　
家
族
み
ん
な
で
取
り
組
み
、
生

涯
自
分
の
歯
で
食
生
活
を
楽
し
み

ま
し
ょ
う
！

◯77

77

涌井　夕心ちゃん
日心ちゃん

わくい　ゆいなちゃん（写真右）
ひいなちゃん（写真左）
平成21年６月９日生まれ　上山

　５人兄弟の末っ子、双子の夕心ちゃんと日
心ちゃんのお気に入りはアンパンマンとノンタ
ン。２人とも歌うこととダンスが大好き。も
う少し大きくなったらダンスを習いたいな。

高橋　玲
ちゃん

たかはし　れいちゃん
平成22年３月２日生まれ
寿町４

　車が大好きな玲ちゃん。パトカーのおもちゃがお
気に入りです。保育園では踊ったり、走り回ったり
して遊んでいます。最近は手遊びができるようにな
りました。今は雪遊びを楽しみにしています。

問合せ 健康支援課母子保健係
TEL757-9759

待っていてくれるひとのために

い
い
歯
を
守
っ
て
歯は

っ
ぴ
ー
笑

ス

マ

イ

ル顔

　
歯
を
失
う
原
因
の
約
９
割
が
、

む
し
歯
と
歯
周
病
で
す
。
生
涯
自

分
の
歯
で
食
生
活
を
楽
し
む
た
め

に
、
む
し
歯
と
歯
周
病
の
予
防
が

大
変
重
要
で
す
。

歯
を
失
う
原
因
は
？

自
分
の
歯
を
守
る
た
め
に
！

動
脈
硬
化
の
リ
ス
ク
を

高
め
る
歯
周
病

介
護
福
祉
士
と
し
て
勤
務
４
年
目
に
な
り
ま

す
。
高
齢
者
の
食
事
や
ト
イ
レ
、
入
浴
の
お
手
伝

い
な
ど
一
日
の
生
活
行
動
全
般
の
サ
ポ
ー
ト
を
し

て
い
ま
す
。
大
勢
の
人
が
い
る
の
で
、
広
い
視
点

で
気
配
り
を
し
な
が
ら
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

幼
い
頃
は
、
両
親
が
共
稼
ぎ
で
、
祖
父
母
が
親

代
わ
り
の
よ
う
に
育
ち
ま
し
た
。
そ
ん
な
こ
と
も

あ
っ
て
、
高
齢
者
の
お
世
話
が
で
き
れ
ば
と
現
在

の
仕
事
を
選
び
ま
し
た
。
職
場
に
出
勤
す
る
と
、

「
お
う
！
来
た
か
」
と
声
を
か
け
て
く
れ
る
皆
さ

ん
。
自
分
を
待
っ
て
い
て
く
れ
る
人
が
い
る
と
い

う
こ
と
は
と
て
も
や
り
が
い
を
感
じ
ま
す
。

７
月
に
結
婚
、
妻
も
同
じ
介
護
の
仕
事
を
し
て

い
る
の
で
休
日
が
合
わ
な
い
時
も
あ
り
ま
す
が
、

二
人
と
も
音
楽
が
好
き
な
の
で
ラ
イ
ブ
に
行
っ
た

り
し
て
い
ま
す
。
来
年
に
は
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

の
受
験
資
格
が
得
ら
れ
る
の
で
、
資
格
取
得
を
目

指
し
て
勉
強
を
始
め
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

先月の小宮山　希さんからのバトンタッチ

佐藤　功太郎 さん
1988年生

特別養護老人ホーム　三好園　勤務

　今年もやってきました。「第３回ネージュカップ

ビーチボールバレー大会」。子どもから大人まで誰

でも楽しめるビーチボールバレー大会です。年々参

加チーム数も増え、白熱した試合が繰り広げられま

す。どなたでも参加できます。家族や友達、カップ

ル同士で参戦しませんか。

◎期日：11月23日（勤労感謝の日）

◎会場：市総合体育館

◎競技方法：バドミントンコートを使用し、4人制

15点３セットマッチ。参加チーム数により、リー

グ戦またはトーナメント戦で競技実施。

◎チーム構成：監督１人、選手６人以内

◎部門（参加対象）：一般の部（中学生以上）、ジュ

ニアの部（小学生以下）の２部門。

◎参加費：一般チーム………１チーム1,500円

　　　　　ジュニアチーム…１チーム1,000円

◎表彰：各部１位にカップ、１位～３位まで賞状・

賞品を贈呈、そのほか特別賞あり。

◎申込み・問合せ

　NPO法人ネージュスポーツクラブ事務局

　☎752-4377

第３回ネージュカップ　ビーチボールバレー大会開催

街中ウォーク　目指せ地球一周40,000㎞　【10月15日現在の歩行距離34,223㎞】

～
11
月
8
日
は
「
い
い
（
11
）
歯
（
８
）」
の
日
～

むし歯
44％

歯周病
42％

その他
14％

出典：新潟県のホームページ

歯を失う原因
　
歯
周
病
と
は
、
歯
ぐ
き
の
炎
症

を
主
症
状
と
し
て
自
覚
症
状
が
ほ

と
ん
ど
な
い
ま
ま
進
行
し
、
重
症

化
す
る
と
歯
を
支
え
る
骨
ま
で
も

が
溶
か
さ
れ
て
歯
が
抜
け
落
ち
る

怖
い
病
気
で
す
。
中
高
年
の
約
８

割
は
歯
周
病
に
か
か
っ
て
い
ま

す
。
最
近
の
研
究
か
ら
歯
周
病
菌

が
、
動
脈
硬
化
や
心
疾
患
、
糖
尿

病
、
肺
炎
、
早
期
低
体
重
児
出
産

な
ど
の
リ
ス
ク
を
高
め
る
こ
と
が

動脈硬化

呼吸器疾患

早期低体重児出産

歯周病

心臓病

糖尿病

口の健康が体の健康を守ります

歯と歯肉の境目のあて方

45℃45℃
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　10月16日㈰、キナーレで「とおかまち てづくり市」が開かれまし
た。今年で３回目となる同イベントには、過去最多の82店が出店し、
来場者4,000人を楽しませていました。会場には、店ごとに出品者がこ
だわった手づくりの品が陳列され、色鮮やかなものもあれば、素材を生
かしたものもあったりと多種多様。来場者は一つ一つ手に取り、じっく
り眺めてみたり、商品について家族や友人、店主と話をしたりと楽しん
でいました。主催者である実行委員長の田中博史さんは、「会場中に笑
顔があふれるイベントになりよかった。来年もさらに盛り上げたい。そ
して“アートの街・と
おかまち”につなげた
い」と話しました。ま
た、今年は前夜祭とし
て、市内飲食店で震災
豪雨被害チャリティラ
イブを開催。地域の活
性化に取り組む若者の
パワーがあふれ出たイ
ベントとなりました。

　10月18日㈫・19日㈬、観光協会主催の中里マクロ
ビカフェが渓谷の駅ラピーヌ雪街道で開催されまし
た。このマクロビカフェは十日町市観光大使でもある
料理研究家中美恵さんの完全プロデュース。メニュー
には“雪の下人参カレー”や“やたらまんま丼”など、
天日干しした採れたての玄米を主食に、地物の野菜を
ふんだんに使った料理や、マクロビスイーツなどが用
意され、２日間で約200人もの人たちが訪れました。
中さんは、「地元の人には当たり前に思えることです
が、十日町市は食に恵まれています。本当にいいもの
を大切に食べるという喜びを外から地元の皆さんに伝
えていきたいですね」と話していました。

　10月９日㈰に市民会館でピアノリサイタルを開催し
た島田彩乃さん（33歳）が同日、関口市長に義援金を
手渡しました。島田さんは父親が市内出身で、神奈川県
横浜市生まれ。パリ国立高等音楽院研究課程修了後、パ
リ・エコール・ノルマル音楽院で最高課程の演奏家ディ
プロマを取得し、これまで国内外の数々のコンクールで
優勝や入賞を果たしたピアニストです。地元市民からの
要望で春にコンサートを開催の予定でしたが、震災や豪
雨災害のために延期され、ようやく開催にこぎつけまし
た。コンサートは、豪雪、地震、豪雨と大きな被害があっ
た十日町市民のためにと開催され、入場料の一部が義援
金に充てられました。

初出店！清津峡でマクロビカフェ

ピアニスト島田彩乃さん、入場料の一部を寄附

　

10
月
12
日
㈬
、
消
費
者
力
ア
ッ
プ
講
座
「
聞
い
て
み

よ
う
よ
！
く
す
り
の
お
話
」
が
本
町
分
庁
舎
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
１
つ
の
新
薬
開
発
に
は
９
～
17
年
も
か
か

り
、
コ
ス
ト
も
５
０
０
億
円
ほ
ど
投
資
が
必
要
と
の
こ

と
を
聞
い
て
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
出
て
き
た

の
が
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
。
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品

は
欧
米
主
要
国
で
出
回
り
、
薬
代
が
非
常
に
安
く
済
む

の
が
特
徴
で
す
。
ア
メ
リ
カ
で
の
使
用
率
は
69
％
に
対

し
、
日
本
は
20
％
と
の
こ
と
。
主
催
し
た
十
日
町
市
消

費
者
協
会
会
長
の
村
山
エ
ツ
子
さ
ん
は
、「
会
場
の
都

合
で
30
人
ほ
ど
の
参
加
で
し
た
が
、
質
疑
応
答
も
真
剣

で
み
ん
な
が
関
心
の
あ
る
講
座
で
あ
っ
た
と
思
い
ま

す
」
と
話
し
ま
し
た
。（
市
民
リ
ポ
ー
タ
ー
：
髙
橋
都

さ
ん
）

聞
い
て
み
よ
う
よ
！
く
す
り
の
お
話

　

10
月
22
日
㈯
、
23
日
㈰
の
２
日
間
、
キ
ナ
ー
レ
及
び
ク
ロ
ス
10
を
メ
ー
ン
会
場
と

し
て
「
十
日
町
産
業
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
１
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
２
日
間
と
も
あ

い
に
く
の
天
気
で
し
た
が
、
延
べ
１
５
、０
０
０
人
が
訪
れ
、
大
工
体
験
、
き
も
の

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
、
食
の
見
本
市
な
ど
多
彩
な
コ
ー
ナ
ー
や
ブ
ー
ス
を
楽
し

ん
で
い
ま
し
た
。
22

日
に
は
、
魚
沼
産
コ

シ
ヒ
カ
リ
を
外
側

に
出
し
て
巻
い
た

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア

ロ
ー
ル
ス
タ
イ
ル

の
６
種
の
巻
き
寿

司
が
お
目
見
え
。
地

元
の
食
材
を
使
っ

た
提
案
料
理
に
、

参
加
者
は
舌
鼓
を

打
っ
て
い
ま
し
た
。

職・織・食-メイドinとおかまちが大集合！
〜十日町産業フェスタ2011〜

　10月22日㈯、本町分庁舎で十日町市本町分庁
舎ウィンドウギャラリーがオープンしました。こ
れは、文化の面からも中心市街地の活性化につな
げようと開設されたものです。この日は、オープ
ニングを記念して、山本安雄さん（魚沼市）の油
絵４点が展示され、作家によるトークも行われま
した。このオープニングに参加した村山峰子さん

（新宮２）は、「彫刻以外にもこのようなギャラ
リーができることで、文化の薫る街としてもっと
盛り上がればいいなと思います」と期待を込めて
話しました。今後は、まちなかギャラリー運営委
員会（委員長：小林順二さん）が運営し、２〜３
か月で作品を入れ替えるほか、市民などの作品展
示も受け付けています。詳しくは観光交流課（☎
757-3100）まで問い合わせてください。

ま
ち
な
か
の
活
性
化
に
〜
本
町
分
庁
舎
ウ
ィ
ン
ド
ウ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
オ
ー
プ
ン
〜

82店の手づくりの品でつながる会話〜とおかまち てづくり市〜
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TOWN TOPICSまちの話
題　このコーナーは、まちの話題や活動などを紹介しています。

情報がありましたら、企画政策課広報広聴係（☎757-3112）
へ気軽にお寄せください。市民リポーターも募集しています。
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TOWN TOPICSまちの話
題　このコーナーは、まちの話題や活動などを紹介しています。

情報がありましたら、企画政策課広報広聴係（☎757-3112）
へ気軽にお寄せください。市民リポーターも募集しています。
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（業務量）

１.　給水栓数

２.　年間総給水量

３.　一日平均給水量

４．主な建設改良事業

　　・配水管布設及び布設替工事

支出
5億8,999万円

収入
7億0,444万円

水道料金
7億0,017万円
99.4％

その他
（負担金・手数料・雑収益）

427万円　0.6％

動力費 6,505万円 11.0％

減価償却費
1億7,524万円
29.7％

人件費
8,536万円
14.5％

支払利息 4,408万円 7.5％
委託料 5,426万円 9.2％

その他
1億3,757万円
23.3％

各種手数料
1,679万円
2.8％

資産減耗費
1,164万円
2.0％

収  入　1億7,305万円

支  出
4億6,118万円

補償金 2,426万円
14.0％

企業債
1億3,200万円
76.3％

その他
2,285万円
5.0％

加入金 534万円 3.1％

企業債償還金
1億7,098万円
37.1％

耐震化工事
8,691万円
18.8％

配水管布設・
布設替工事
1億8,044万円
39.1％

負担金 1,145万円6.6％

損益勘定留保資金など
　　2億8,813万円

※収入が支出に対して不足す
　る額は、減価償却費などの
　留保資金で補てんします。

※収入が支出に対して不足す
　る額は、減価償却費などの
　留保資金で補てんします

支出
2億4,912万円

収入
3億5,830万円

給水収益
3億5,636万円
99.5％

その他
194万円
0.5％

動力費 3,197万円 12.8％

減価償却費
 8,982万円
36.0％

人件費
4,307万円
17.3％

支払利息
2,187万円
8.8％

委託料
2,010万円
8.1％

その他
1,872万円
7.5％

修繕費 2,357万円 9.5％

平成22年度水道事業決算と平成23年度上半期の業務状況をお知らせします。

■問合せ：上下水道局事務係　☎757-3115

……………………12,150栓

……………3,487,764㎥

………………9,556㎥

……24件

資本的収入及び支出

収益的収入及び支出

23年度上半期の業務状況

22年度決算

※給水栓数は調定件数（平均）
※給水量は、調定水量
※隔月徴収であった水道料金を平成22年８月から毎月徴収に変更し
たため、平成22年の上半期の総量が４月～８月の５か月間となり、
平成23年度の上半期（６か月間）が前年度比較で増加となります

給水業務量の状況
平成23年４月１日～９月30日

損益計算書
平成23年４月１日～９月30日

区分
23年度

上半期

22年度

上半期

比　　較

増　減 比率（％）

給水栓数（栓） 12,151 12,242 △91 0.74

給
水
量

総　量（㎥）1,771,421 1,649,522 121,899 7.39

一日平均（㎥） 9,680 9,014 666 7.39

※消費税相当分を
　除いて表示

〔税抜〕

〔税込〕

水道事業のお知らせ
環
境
講
演
会

さ
る
ぼ
ぼ
制
作
説
明
会

池
坊 

根
津
雅
子
・
野
口
悦
子

い
け
ば
な
・
絵
手
紙
展

ご
近
所
安
心
見
守
り
隊
講
座

～
認
知
症
と
高
齢
者
虐
待
を
考
え
る
～

第
６
回
フ
ォ
ト
企
画
妻
有

写
真
展

●
日
時
＝
11
月
26
日
㈯
・
27
日
㈰

午
前
10
時
〜
午
後
５
時
（
27
日
は

４
時
ま
で
）
●
会
場
＝
十
日
町
商

工
会
議
所
●
入
場
料
＝
無
料
●
問

合
せ
＝
根
津
（
☎
７
５
７
―
１
５

４
５
）

　
吊
る
し
雛び
な

で
ギ
ネ
ス
に
挑
戦
し

ま
す
。
古
く
か
ら
伝
わ
る
さ
る
ぼ

ぼ
作
り
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。
●

日
時
＝
11
月
20
日
㈰【
午
前
の
部
】

午
前
９
時
〜
正
午
、【
午
後
の
部
】

午
後
１
時
〜
４
時
●
会
場
＝
ク
ロ

ス
10
●
定
員
＝
各
回
15
人
●
そ
の

他
＝
事
前
予
約
が
必
要
。
針
と
糸

（
赤
・
白
）は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

●
問
合
せ
＝
ク
ロ
ス
10
（
☎
７
５

７
―
２
３
２
３
）

●
日
時
＝
11
月
20
日
㈰
〜
27
日
㈰

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
７
時
（
23

日
は
５
時
ま
で
、
27
日
は
４
時
ま

で
）
※
21
日
㈪
は
休
館
●
会
場
＝

情
報
館
●
入
場
料
＝
無
料
●
問
合

せ
＝
藤
木
（
☎
７
５
２
―
３
２
６

３
）

　
十
日
町
市
が
進
め
て
い
る
、
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
将
来
展
望

や
可
能
性
に
つ
い
て
話
し
ま
す
。

●
日
時
＝
11
月
19
日
㈯
午
後
３
時

〜
●
会
場
＝
ク
ロ
ス
10
●
参
加
費

＝
５
０
０
円
●
講
師
＝
飯
田
哲
也

さ
ん
（
環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
研

究
所
所
長
）
●
問
合
せ
＝
環
境
衛

生
課
（
☎
７
５
２

｜

３
９
２
４
）

●
日
時
＝
11
月
28
日
㈪
午
後
１
時

　“地域の子どもたちは地域で育もう”という市民運動

が「はぐくみのまちづくり運動」です。夏休み期間中に

市民の皆さんから募集した「はぐくみのまちづくり運

動」に関する標語募集の入賞作品の発表と、『お笑い集

団NAMARA』による親子で楽しめる子育てトークを行

います。どなたでも気軽に参加してください。

◆日　時：11月20日㈰　午後２時〜４時

◆会　場：クロス10　　◆参加費：無料

◆内　容

　①「はぐくみのまちづくり運動　できることから、やっ

　てみよう！標語募集」の入賞作品発表と表彰式

　②新潟お笑い集団NAMARAの子育てトーク

◆問合せ：青少年育成十日町市民会議事務局（生涯学習

　　　　　課内☎757-8918）

はぐくみのまちづくりフォーラム2011平成23年度　子ども博物館Ⅱ

縄文クッキー作り
　縄文人は木の実を主食にしていまし

た。クリやクルミ、トチの実など当時の

材料で縄文クッキーを作り、試食します。

汚れても良い服装で参加してください。

●日　時：12月10日㈯　午後１時30分〜

　　　　３時30分（受付は１時20分）

●対　象：小学４〜６年生

●参加費：500円（材料費）

　※道具と材料は博物館で用意します

●定　員：先着10人

●会場・申込み・問合せ：11月26日㈯

までに、申込書（対象者には小学校で

配布済み）に参加費を添えて博物館へ

（☎757-5531）

講
演
会

﹁
賢
く
元
気
な
脳
育
て
﹂

　
何
歳
か
ら
で
も
間
に
合
う
、
目

か
ら
ウ
ロ
コ
の
子
育
て
講
演
会
で

す
。
●
日
時
＝
11
月
18
日
㈮
午
後

3
時
〜
4
時
45
分
●
会
場
＝
ユ
ー

モ
ー
ル
●
入
場
料
＝
無
料
●
講
師

＝
成
田
奈
緒
子
さ
ん
●
問
合
せ
＝

講
演
会
事
務
局
（
貝
野
小
学
校
内

☎
７
６
３
―
２
１
６
９
）

十
日
町
市
・
早
大
交
流
記
念
事
業

早
稲
田
寄
席
～
ま
つ
だ
い
亭
～

　
早
稲
田
大
学
落
語
研
究
会
に
よ

る
笑
い
の
祭
典
で
す
。
お
茶
の
お

も
て
な
し
も
あ
り
ま
す
。
●
日
時

＝
11
月
19
日
㈯
午
後
２
時
〜
４
時

30
分
、
20
日
㈰
午
前
10
時
〜
午
後

０
時
30
分
●
会
場
＝
ま
つ
だ
い
郷

土
資
料
館
●
入
場
料
＝
無
料
●
定

員
＝
各
50
人
※
事
前
申
込
み
が
必

要
●
申
込
み
・
問
合
せ
＝
ま
つ
だ

い
地
域
振
興
会
（
☎
５
９
７
―

２
２
２
０
）

30
分
〜
３
時
30
分
●
会
場
＝
千
手

中
央
コ
ミ
ュ
ニ
テ
�
セ
ン
タ
ー
●

内
容
＝
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成

講
座
「
認
知
症
を
理
解
す
る
」、

講
話
「
高
齢
者
虐
待
を
防
ぐ
」
●

申
込
み
・
問
合
せ
＝
11
月
18
日
㈮

ま
で
に
十
日
町
地
域
振
興
局
地
域

保
健
課
（
十
日
町
保
健
所
内
☎
７

５
７

｜
２
４
０
２
）
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お知らせ・ガイド 十日町・川西・中里地域と松代・松之山地域間の☎には市外局番 025 が必要です



　
中
里
支
所
の
ペ
ー
ジ
で
宣
伝
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
が
、
11
月
27
日
㈰
に
第
7

回
な
か
さ
と
食
の
文
化
祭
を
開
催
し
ま

す
。
毎
年
有
志
の
女
性
の
皆
さ
ん
で
実
行

委
員
会
を
組
織
し
、
開
催
に
向
け
て
計
画

し
て
い
ま
す
。
会
の
皆
さ
ん
は
明
る
く
前

向
き
で
、
毎
年
新
し
い
こ
と
に
挑
戦
し
て

い
ま
す
。
と
こ
ろ
で
開
催
時
間
が
午
前
11

時
～
午
後
1
時
で
短
い
と
思
わ
れ
た
方
い

ま
せ
ん
か
？
実
は
1
時
ま
で
は
一
般
の
部

で
、
そ
れ
か
ら
は
出
品
者
の
方
で
文
化
祭

を
行
っ
て
い
る
の
で
す
。
こ
れ
は
会
の
方

か
ら
出
た
「
出
品
者
同
士
で
話
を
す
る
時

間
が
ほ
し
い
」
と
い
う
希
望
か
ら
、
お
と

と
し
よ
り
行
っ
て
い
ま
す
。
毎
年
何
ら
か

の
形
で
関
わ
っ
て
い
ま
す
が
、
い
つ
も
感

激
す
る
の
は
十
人
十
色
、
一
つ
と
し
て
同

じ
料
理
が
な
い
こ
と
、
皆
さ
ん
の
思
い
が

こ
も
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。
な
ご
や
か
な

イ
ベ
ン
ト
で
す
の
で

ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ

い
。

　「
○
○
の
秋
」
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
10

月
は
多
種
多
様
な
イ
ベ
ン
ト
が
あ
り
ま
し

た
。
行
事
や
イ
ベ
ン
ト
が
好
き
な
私
は
、

時
間
の
許
す
限
り
参
加
し
、
楽
し
ま
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
年
は
、
一
方
で
は

一
般
参
加
者
、
一
方
で
は
市
報
担
当
者
と

し
て
、
市
報
に
掲
載
す
る
こ
と
を
頭
に
置

き
、
主
催
者
の
意
図
や
力
点
、
表
現
方
法

な
ど
を
感
じ
な
が
ら
参
加
し
ま
し
た
。
話

は
変
わ
り
ま
す
が
、
市
報
の
ト
ピ
ッ
ク
ス

は
、
撮
影
ポ
イ
ン
ト
は
ど
こ
な
の
か
、
誰

の
言
葉
を
掲
載
す
れ
ば
伝
わ
る
か
な
ど
、

私
た
ち
な
り
に
感
じ
た
も
の
を
伝
え
た
い

意
図
が
詰
め
込
ん
で
あ
り
ま
す
。〝
何
を

伝
え
た
い
の
か
〟
感

じ
て
も
ら
い
な
が
ら

読
ん
で
い
た
だ
け
れ

ば
幸
い
で
す
。

(石)(つ)

　最近、次のような相談が増えています。

【事例】「日用品を無料であげます」と声をかけられ、

近所の集会所に行った。いろいろな日用品をもらい、

すっかり得した気分になり、冷静な判断ができなく

なってしまった。事業者の巧みな話術に乗せられ、

最終的に高額な温熱治療器や寝具などを買わされて

しまった。後で考えたら、必要のない品物だった。

【アドバイス】このような販売方法は「催眠（SF）

商法」と呼ばれ、特に高齢者が対象となる傾向があ

ります。「無料」「格安」などと誘われても、安易に

会場に行かないようにしましょう。被害にあってし

まったら、すぐに相談してください。

●相談時間：平日午前９時〜午後４時

●問 合 せ：市消費生活相談窓口

　　　　　　（産業振興課内☎757-3740）

「催眠商法」にご注意！！

　12月25日を納豆ゴンチと呼び、年取

りに納豆を作って食べる風習が県内に見

られます。納豆を中心に、味噌・豆腐・

ぼたもち・赤飯など、日本の豆文化につ

いて考えます。

◆日　時：11月26日㈯　

　午後２時～３時30分

◆会　場：情報館　　◆参加費：無料

◆定　員：90人

◆テーマ：「豆と日本人」

◆講　師：大楽和正さん（県立歴史博物

館主任研究員）

◆申込み・問合せ：11月25日㈮までに

中央公民館☎757-5011

とおかまち市民楽校
県立歴史博物館出前講座編

寄付ありがとう 10月25日届出分
まで（敬称略）

●とおかまち応援寄附金＝南雲宏一（神奈川

県横浜市）、関口一郎（千葉県我孫子市）、

久保田一久（愛知県一宮市）

●平和基金へ＝原水爆禁止十日町市協議会

（500,000円）

●情報館へ＝廣田定利（干溝）、西野若菜（高

田町３西）、庭野勇吉（高田町３南）

　食用と正確に判断できないきのこは、絶

対に「採らない」、「食べない」、「人にあげ

ない」ようお願いします。

◆柄が縦に裂ければ食べられる

◆ナスといっしょに料理すれば食べられる

◆虫が食べているきのこは食べられる

など、昔から伝わる言い伝えは、全く根拠

のない迷信です。絶対に信じないでくださ

い。正確に判断できないきのこは、確実に

鑑別できる専門家に判断してもらいましょ

う。十日町保健所でも受け付けていますの

で、採ったきのこは全部お持ちください。

■問合せ

　十日町地域振興局健康福祉部衛生環境課

（十日町保健所内☎757-2707）

毒きのこ食中毒発生警報を
発令しました

　
農
業
委
員
会
で
は
11
月
か
ら
農

地
相
談
員
に
よ
る
農
地
相
談
会
を

行
い
ま
す
。
農
地
の
権
利
取
得
、

相
続
、
贈
与
及
び
有
効
利
用
、
農

業
経
営
な
ど
に
関
す
る
相
談
を
受

け
付
け
ま
す
。
相
談
に
関
す
る
秘

密
は
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
安
心
し

て
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
●
相
談

期
間
＝
11
月
か
ら
平
成
24
年
３
月

ま
で
の
毎
月
第
１
・
第
３
水
曜
日

●
会
場
＝
中
里
庁
舎
農
業
委
員
会

●
問
合
せ
＝
農
業
委
員
会
（
☎
７

６
３
―
２
５
１
５
）

11
月
か
ら
農
地
相
談
会
を

実
施
し
ま
す

一
日
金
融
公
庫
相
談
会

　
年
末
決
済
資
金
や
賞
与
等
運
転

資
金
、
設
備
資
金
の
相
談
を
受
け

付
け
ま
す
。
●
日
時
＝
11
月
15
日

㈫
午
前
10
時
30
分
〜
午
後
４
時
●

持
参
す
る
も
の
＝
過
去
２
期
分
の

決
算
書
・
申
告
書
、
直
近
の
試
算

表
、
印
鑑
●
会
場
・
申
込
み
・
問

合
せ
＝
11
月
14
日
㈪
ま
で
に
十
日

町
商
工
会
議
所
（
☎
７
５
７
―
５

１
１
１
）

　
11
月
17
日
㈭
・
18
日
㈮
は
耳
鼻

咽
喉
科
が
休
診
と
な
り
ま
す
。
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。
●
問
合
せ
＝
十
日
町
病
院
経

十
日
町
病
院
耳
鼻
咽
喉
科

臨
時
休
診
の
お
知
ら
せ

①
収
入
が
減
り
返
済
が
滞
っ
て
い

る
。
②
返
済
の
た
め
に
借
金
を
繰

り
返
し
て
い
る
。
③
長
い
間
返
済

し
て
い
る
の
に
借
金
が
減
ら
な

い
。
④
知
人
の
借
金
の
連
帯
保
証

人
に
な
っ
て
督
促
を
受
け
て
い

る
。
こ
の
よ
う
な
と
き
は
、
独
り

で
悩
ん
で
い
な
い
で
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。【
新
潟
県
多
重
債
務
者

相
談
会
】
●
日
時
＝
11
月
20
日
㈰

午
前
10
時
〜
午
後
４
時
●
会
場
＝

本
町
分
庁
舎
●
定
員
＝
10
人
●
申

込
み
締
め
切
り
＝
11
月
18
日
㈮

【
十
日
町
市
多
重
債
務
相
談
】
毎

月
第
２
水
曜
日
に
司
法
書
士
に
よ

る
無
料
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

●
12
月
の
相
談
日
時
＝
12
月
14
日

㈬
午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分
●

申
込
み
・
問
合
せ
＝
市
消
費
生
活

相
談
窓
口
（
産
業
振
興
課
内
☎
７

５
７
―
３
７
４
０
）

多
重
債
務
無
料
相
談
会

第
２
回

体
力
テ
ス
ト
参
加
者
募
集

　
健
康
維
持
・
体
力
増
進
の
た

め
、
自
分
の
体
力
年
齢
を
確
認
し

て
み
ま
せ
ん
か
。
●
日
時
＝
11
月

16
日
㈬
午
後
７
時
30
分
〜
●
会
場

＝
市
総
合
体
育
館
●
対
象
＝
市
内

在
住
・
在
勤
で
20
歳
以
上
80
歳
未

満
の
男
女
●
参
加
費
＝
無
料
●
問

合
せ
＝
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
（
☎
７

５
６

｜

５
０
１
３
）

第
27
回
民
謡
舞
踊
大
競
演
会

う
た
と
お
ど
り
の
祭
典

　
踊
り
や
唄
の
ほ
か
、
剣
舞
や
三

味
線
の
独
奏
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん

の
競
演
会
で
す
。
●
日
時
＝
12
月

４
日
㈰
午
前
９
時
～
午
後
4
時
30

分
（
開
場
８
時
30
分
）
●
会
場
＝

ク
ロ
ス
10
●
入
場
料
＝
１
、
３
０

０
円
（
当
日
１
、
５
０
０
円
）
●

入
場
券
取
扱
い
＝
ク
ロ
ス
10
、
中

央
公
民
館
●
問
合
せ
＝
藤
間
（
☎

７
５
７
―
４
６
９
５
）

【
愛
情
点
検
で
快
適
な
冬
を
】
長

年
使
用
の
暖
房
器
具
で
、
経
年
劣

化
が
原
因
の
火
災
事
故
が
起
き
て

い
ま
す
。
事
故
を
未
然
に
防
ぐ
た

め
、
日
頃
か
ら
製
品
と
周
辺
の
チ

ェ
ッ
ク
を
行
い
ま
し
ょ
う
。
少
し

で
も
お
か
し
い
と
思
っ
た
ら
使
用

を
中
止
し
て
く
だ
さ
い
。
●
問
合

せ
＝
日
本
電
機
工
業
会
（
☎
０
３

電
気
毛
布
・
電
気
ミ
ニ
マ
ッ

ト
・
電
気
カ
ー
ペ
ッ
ト
を
使

用
し
て
い
る
皆
さ
ん
へ

が
ん
予
防
総
合
セ
ン
タ
ー

か
ら
の
お
知
ら
せ

　
市
や
職
場
、
人
間
ド
ッ
ク
な
ど

の
が
ん
検
診
を
受
け
、
精
密
検
査

が
必
要
と
診
断
さ
れ
た
人
に
対
す

る
検
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。
●
対

象
の
が
ん
＝【
電
話
予
約
が
必
要
】

胃
が
ん
（
抗
血
栓
薬
を
内
服
し
て

い
な
い
人
）、
肺
が
ん
（
喀か

く

痰た
ん

検

査
実
施
者
を
除
く
）、
乳
が
ん
※

胃
が
ん
（
抗
血
栓
薬
を
内
服
中
の

人
）、
子
宮
が
ん
、
肺
が
ん
（
喀

痰
検
査
実
施
者
）、
大
腸
が
ん
の

人
は
、
が
ん
セ
ン
タ
ー
新
潟
病
院

新
館
窓
口
で
受
け
付
け
て
い
ま
す

●
予
約
専
用
電
話
＝
☎
０
２
５

｜

２
３
４

｜

０
５
５
５
（
午
前
９
時

〜
午
後
５
時
）
●
会
場
・
問
合
せ

＝
が
ん
セ
ン
タ
ー
新
潟
病
院
「
が

ん
予
防
総
合
セ
ン
タ
ー
」（
新
潟

市
）（
☎
０
２
５

｜

２
６
６

｜

５

１
１
１

内
線
２
８
０
１
）

求
職
者
支
援
制
度
の
開
始

に
つ
い
て

　
雇
用
保
険
を
受
給
で
き
な
い
人

（
雇
用
保
険
が
支
給
終
了
と
な
っ

た
人
も
含
み
ま
す
）
の
就
職
を
支

援
す
る
た
め
、
無
料
（
テ
キ
ス
ト

代
な
ど
は
別
途
必
要
）
で
職
業
訓

練
を
受
講
で
き
る
新
し
い
制
度
が

始
ま
り
ま
し
た
。
ま
た
、
一
定
の

要
件
を
満
た
す
人
は
、
訓
練
中
に

「
職
業
訓
練
受
講
給
付
金
」
を
受

給
で
き
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
●

問
合
せ
＝
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
十
日
町

（
☎
７
５
７

｜

２
４
０
７
）

就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
に
い
が
た

２
０
１
２

　
県
内
企
業
に
よ
る
合
同
企
業
説

明
会
で
す
。
●
日
時
＝
11
月
22
日

㈫
午
後
１
時
～
４
時
30
分
※
申
込

み
不
要
、
入
退
場
自
由
●
会
場
＝

朱と

鷺き

メ
ッ
セ
（
新
潟
市
）
●
対
象

＝
来
年
３
月
大
学
な
ど
の
卒
業
予

外
国
人
の
た
め
の
一
斉
相
談
会

　
外
国
人
を
対
象
と
し
た
英
語
、

中
国
語
、
韓
国
語
、
ポ
ル
ト
ガ
ル

語
、
ロ
シ
ア
語
、
タ
イ
語
、
タ
ガ

ロ
グ
語
、
ウ
ル
ド
ゥ
語
、
シ
ン
ハ

ラ
語
に
よ
る
面
談
・
電
話
無
料
法

律
相
談
会
で
す
。
●
日
時
＝
11
月

19
日
㈯
午
前
10
時
〜
午
後
４
時
●

会
場
＝
新
潟
県
弁
護
士
会
館
（
新

潟
市
）
●
相
談
電
話
番
号
＝
０
５

７
０

−

０
４
５
５
３
３
（
当
日
の

み
・
予
約
不
要
）
●
問
合
せ
＝
新

潟
県
弁
護
士
会
（
☎
０
２
５
―
２

２
２
―
５
５
３
３
）

｜
３
５
５
６

｜

５
８
８
７
）

定
者
、
平
成
21
年
３
月
以
降
に
大

学
な
ど
を
卒
業
し
た
人
●
問
合
せ

＝
県
労
政
雇
用
課
（
☎
０
２
５

｜

２
８
０

｜

５
２
７
０
）

営
課
（
☎
７
５
７
―
５
５
６
６
）
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お知らせ・ガイド 十日町・川西・中里地域と松代・松之山地域間の☎には市外局番 025 が必要です



　

春
に
種
を
植
え
た
ヒ
マ
ワ
リ
が

す
ご
く
大
き
く
な
っ
て
、
う
れ
し

か
っ
た
で
す
。
細
か
い
と
こ
ろ
ま

で
て
い
ね
い
に
描
い
た
り
色
ぬ
り

を
し
た
り
し
ま
し
た
。

キラキラヒマワリ

富
井
　
柊
し
�
う

哉や

さ
ん
（
３
年
）

■ 人　口  59,396人（－86）  男  29,035人（－43）  女  30,361人（－43）
■ 世帯数  20,063世帯（－18） 10月末現在（　）は前月からの増減市民の動き

77

中
条
小
学
校

宮内　明
あき

葉
は

さん（６年）
　今まで本を読んだ中で心に残ったのが「ちいちゃんのかげおくり」でした。その中で一番良かったと思った場面を想像して書きました。

　
夕
や
け
か
げ
お
く
り

藤木　崚
りょう

太
た

さん（１年）
　大むかし、中条のじょうもん人は、こんな土めんをつけておどっていただろうなとおもってつくりました。にこにこした楽しい土めんができました。

　
に
こ
に
こ
土
め
ん

南雲　茉
まつ

里
り

さん（４年）

　「森をぬけろかぜの森のユイ」を読ん
で一番心に残ったところが、森から移
動するシーンです。風をきって走って
いるのが分かるように工夫しました。

　
森
を
ぬ
け
ろ

■ 人　口  59,396人（－86）  男  29,035人（－43）  女  30,361人（－43）

岩田　俊
しゅん

さん（５年）

　遠景と近景を使って理科室をかきまし

た。とう明なびんの中でマリモがうかぶ

様子を、絵の具や水の量を調節して本物

のように表現することができました。

　
水
に
う
く
マ
リ
モ

　
み
ん
な
で
行
っ
た

　
　
　
　
　
水
ぞ
く
か
ん

月岡　柚
ゆず

葉
は

さん（２年）

　２年生が上越の水ぞくかんに行ったと

きのことを絵にかきました。魚と海草を

にじ色にしたり、みどりと青をまぜて水

の色をぬったりして工夫しました。
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